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中
国
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
者
の
範
囲 

―
―
日
本
法
と
の
比
較
を
通
じ
て
―
―

陳　
　
　
　
　
　
　
　

宇

一　

は
じ
め
に

　

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
（
内
部
者
取
引
）
と
は
、
会
社
経
営
者
な
ど
未
公
表
の
内
部
情
報
を
入
手
で
き
る
地
位
に
あ
る
内
部
者
が
、

未
公
表
の
重
要
情
報
を
利
用
し
有
価
証
券
の
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
う
こ
と
を
い
う（

（
（

。
日
本
で
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
は
、
昭
和

六
三
年
（
一
九
八
八
年
）
の
証
券
取
引
法
改
正
に
よ
り
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
証
券

取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
規
則（

（
（

お
よ
び
当
時
の
判
例
（
信
認
義
務
理
論（

（
（

）
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（
（

。
し
か
し
、
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
に
お
い
て
不
正
流
用
理
論（

（
（

の
採
用
に
よ
っ
て
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
範
囲
は
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一　

は
じ
め
に

二　
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の
意
義

三　
「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
の
意
義

四　

お
わ
り
に
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Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て
も
包
括
的
・
一
般
的
な
要
件
の
下
で
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を
禁
止
す
る
立
法
が
行
わ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
規
制
の
枠
組
み
は
情
報
の
平
等
理
論（

（
（

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え（

（
（

、
ア
メ
リ
カ
法
と
は
全
く
異
な
る
性
格
の
規
律
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
は
、
ア
メ
リ
カ
法
と
も
Ｅ
Ｕ
法
と
も
異
な
り
、
き
わ
め
て
詳
細
な
構
成
要
件

と
定
義
規
定
を
設
け
て
お
り
、
特
に
規
制
根
拠
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
内
部
者
取
引
の
成
立
お
よ
び
そ
の
範
囲
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い（

（
（

。

　

中
国
で
は
、
一
九
九
七
年
の
刑
法
改
正
に
よ
り
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
罪
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
犯
罪
構
成
要
件
は
抽
象

的
な
規
定
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
八
年
に
制
定
さ
れ
た
証
券
法
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
つ
き
よ
り
具
体
的
に

規
定
し
た
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
つ
い
て
、
中
国
に
お
い
て
も
理
論
的
な
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
ア
メ

リ
カ
法
の
判
例
理
論
と
Ｅ
Ｕ
法
の
情
報
の
平
等
理
論
を
め
ぐ
る
規
制
根
拠
の
対
立（

（
（

で
あ
っ
た
が
、
日
本
法
に
倣
っ
て
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
規
制
の
対
象
者
の
範
囲
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
少
数
の
意
見（

（1
（

も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
者
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
日
本
法
と
の
比
較
を
通
じ
て
中
国
の
法
制
を
考
え
る
際
に
与
え

う
る
示
唆
を
検
討
す
る
。

　

中
国
の
現
行
法
に
お
い
て
、
刑
法
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
公
布
、
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
施
行
）
一
八
〇
条（

（1
（

と
証
券
法
（
二
〇

一
九
年
一
二
月
二
八
日
公
布
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
施
行
）
五
〇
条（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
者
と
な
る
の
は
、

「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
お
よ
び
「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
金
融
商
品
取
引
法
（
以
下
、「
金
商
法
」
と
い
う
）
一
六
六
条
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対

象
者
と
し
て
、
会
社
関
係
者
（
一
項
本
文
前
段
）、
元
会
社
関
係
者
（
同
項
本
文
後
段
）、
お
よ
び
情
報
受
領
者
（
三
項
）
を
規
定
し
て

い
る
。
以
下
で
は
、
日
本
法
と
比
較
し
な
が
ら
、
中
国
法
に
お
け
る
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
と
「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た

者
」
の
意
義
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
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二　
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の
意
義

1
　
証
券
法
五
一
条
の
規
定

　
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の
具
体
的
範
囲
に
つ
い
て
、
刑
法
に
は
規
定
が
な
く
、
証
券
法
五
一
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

同
条
に
よ
れ
ば
、
証
券
取
引
に
関
す
る
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
と
は
、
①
発
行
会
社
の
取
締
役
、
監
査
役
、
高
級
管
理
職
（
一

号
）、
②
会
社
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
株
式
を
保
有
す
る
株
主
（
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
取
締
役
、
監
査
役
、
高
級
管
理
職
を
含
む
）、

会
社
の
実
質
的
支
配
者
（
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
取
締
役
、
監
査
役
、
高
級
管
理
職
を
含
む
）（
二
号
）、
③
発
行
会
社
が
株
式
を
支
配
す

る
会
社
ま
た
は
実
質
的
に
支
配
す
る
会
社
、
お
よ
び
そ
の
取
締
役
、
監
査
役
、
高
級
管
理
職
（
三
号
）、
④
担
当
す
る
会
社
の
職
務

に
よ
り
会
社
に
関
連
す
る
内
部
情
報
を
知
り
う
る
人
員
、
ま
た
は
会
社
と
の
業
務
上
の
や
り
と
り
に
よ
り
会
社
に
関
連
す
る
内
部
情

報
を
知
り
う
る
人
員
（
四
号
）、
⑤
上
場
会
社
の
買
収
者
ま
た
は
重
要
資
産
取
引
の
相
手
方
（
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
取
締
役
、
監
査
役
、

高
級
管
理
職
を
含
む
）（
五
号
）、
⑥
職
務
ま
た
は
業
務
に
よ
り
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
証
券
取
引
所
、
証
券
会
社
、
証
券
登
録
決

済
機
構
、
証
券
サ
ー
ビ
ス
機
構
の
関
連
人
員
（
六
号
）、
⑦
職
責
ま
た
は
業
務
に
よ
り
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
証
券
監
督
管
理
機

構
の
職
員
（
七
号
）、
⑧
法
定
の
職
責
に
基
づ
き
証
券
の
発
行
も
し
く
は
取
引
、
ま
た
は
上
場
会
社
も
し
く
は
そ
の
買
収
、
重
要
資

産
の
取
引
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
関
連
行
政
機
関
、
監
督
機
構
の
職
員
（
八
号
）、
⑨
国
務
院
証
券
監

督
管
理
機
構
が
定
め
る
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
そ
の
他
の
者
（
九
号
）
を
含
む
。

　

証
券
法
五
一
条
一
号
～
八
号
は
ア
メ
リ
カ
法
の
信
認
義
務
理
論
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の

う
ち
、
一
号
～
三
号
と
四
号
の
「
担
当
す
る
会
社
の
職
務
に
よ
り
会
社
に
関
連
す
る
内
部
情
報
を
知
り
う
る
人
員
」
は
、
信
認
義
務

理
論
に
お
け
る
「
内
部
者
」
に
該
当
し
、
四
号
の
「
会
社
と
の
業
務
上
の
や
り
と
り
に
よ
り
会
社
に
関
連
す
る
内
部
情
報
を
知
り
う

る
人
員
」
と
五
号
～
八
号
は
、「
一
時
的
内
部
者
」
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る（

（1
（

。
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九
号
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
条
項
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
る
。
同
号
は
、
一
号

～
八
号
と
の
間
に
同
質
性
が
あ
り
、「
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
そ
の
他
の
者
」
を
会
社
と
の
間
に
職
務
な
ど
一
定
の
関
係
が
あ
る

者
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
、
同
号
の
根
拠
は
Ｅ
Ｕ
法
の
情
報
の
平
等
理
論
に
あ
り
、
信
頼
関
係

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
情
報
を
取
得
し
う
る
者
で
あ
れ
ば
、
規
制
対
象
に
な
り
う
る
と
の
指
摘
も
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
証
券
法
五
一
条
各
号
記
載
の
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
は
取
引
が
禁
止
さ
れ
る
が
、「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
で

な
く
な
っ
た
後
直
ち
に
取
引
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
内
部
情
報
を
知
っ
た
者
は
、
直
ち
に
退
職
し
て
取
引
を
行
う
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
法
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
上
場
会
社
等
と
一
定
の

関
係
を
有
す
る
会
社
関
係
者
（
金
商
法
一
六
六
条
一
項
本
文
前
段
）
だ
け
で
は
な
く
、
会
社
関
係
者
の
立
場
を
去
っ
て
一
年
以
内
の
元

会
社
関
係
者
（
同
項
本
文
後
段
）
も
、
規
制
の
対
象
者
と
さ
れ
て
い
る
。

　

金
商
法
一
六
六
条
一
項
に
は
、
会
社
関
係
者
と
し
て
、
①
上
場
会
社
等
の
役
員
等
（
一
号
）、
②
上
場
会
社
等
の
帳
簿
閲
覧
権
を

有
す
る
株
主
等
（
二
号
・
二
号
の
二
）、
③
上
場
会
社
等
に
対
す
る
法
令
上
の
権
限
を
有
す
る
者
（
三
号
）、
④
上
場
会
社
等
と
契
約

し
て
い
る
者
な
ど
（
四
号
）、
⑤
上
記
②
④
の
会
社
関
係
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
担
当
外
役
員
等
（
五
号
）
が
列
挙
さ
れ
て

お
り
、
中
国
法
に
お
け
る
内
部
情
報
を
知
る
者
の
規
制
範
囲
と
大
方
重
な
る
。
会
社
関
係
者
の
規
制
理
由
に
つ
い
て
は
、
立
案
担
当

者
に
よ
れ
ば
、「
上
場
株
券
等
の
発
行
者
で
あ
る
会
社
と
一
定
の
関
係
が
あ
り
、
そ
の
地
位
、
職
務
等
に
よ
り
発
行
会
社
の
内
部
に

あ
る
未
公
表
の
情
報
で
あ
っ
て
投
資
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
も
の
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
者
が
、
そ
の
職
務
等
に
関
し
、
会
社
の
業
務
等
に
関
す
る
未
公
表
の
事
実
を
知
り
、
そ
の
公
表
前
に
当
該
会

社
の
上
場
株
券
等
の
取
引
を
す
る
こ
と
は
、
公
表
が
さ
れ
な
い
限
り
そ
の
よ
う
な
事
実
を
知
り
得
な
い
一
般
の
投
資
家
と
比
較
し
て

著
し
く
不
公
平
で
あ
り
、
証
券
市
場
の
公
正
性
と
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
と
な
る
」（

（1
（

か
ら
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
会
社
関
係
者
で
な
く
な
っ
た
後
直
ち
に
取
引
を
行
う
こ
と
を
許
容
す
れ
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
実
効
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性
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
会
社
関
係
者
の
取
引
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
一
年
を
限
度
と
さ
れ
た
の
は
、
一
般
的
に
、
一
年
以
内

に
は
重
要
事
実
も
有
価
証
券
報
告
書
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
国
法
に
お
い
て
も
、
退
職
前

に
内
部
情
報
を
知
っ
た
者
を
規
制
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

2
　「
職
務
に
よ
り
」
の
意
義

　

刑
罰
法
規
と
し
て
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
は
犯
罪
の
主
体
た
る
行
為
者
に
一
定
の
身
分
が
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
証
券

法
五
一
条
各
号
記
載
の
「
取
締
役
、
監
査
役
、
高
級
管
理
職
」（
以
下
、「
取
締
役
等
」
と
い
う
）
は
、
会
社
と
一
定
の
関
係
が
あ
り
、

自
ら
の
職
務
遂
行
上
、
会
社
の
未
公
表
情
報
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
等
が
禁

止
行
為
規
制
の
対
象
と
な
る
の
も
、
問
題
と
な
る
情
報
を
自
ら
の
職
務
に
よ
り
知
っ
た
と
き
で
あ
る
。
仮
に
職
務
遂
行
と
無
関
係
な

偶
然
的
事
情
に
よ
り
情
報
を
知
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
規
制
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
は
、
裁
判
実
務
上
、
行
為
者
に
証
券
法
記
載
の
身
分
の
有
無
に
関
す
る
認
定
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
内

部
情
報
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
罪
の
主
体
と
認
め
る
傾
向
が
見
ら
れ
る（

（2
（

。
ま
た
、
学
説
で
は
、
行
為
者
が
、

証
券
法
記
載
の
身
分
を
有
し
、
か
つ
内
部
情
報
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
足
り
、
職
務
に
よ
り
内
部
情
報
を
知
っ
た
か
を
問
わ
な

い
と
す
る
見
解
も
あ
る（

（2
（

。
そ
う
す
る
と
、
取
締
役
等
が
自
ら
の
分
析
等
に
よ
り
問
題
と
な
る
情
報
を
知
っ
た
場
合
な
ど
、
一
般
投
資

家
で
あ
れ
ば
取
引
が
制
限
さ
れ
な
い
の
に
、
重
要
情
報
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
る
者
は
取
引
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
証
券

取
引
の
自
由
に
対
す
る
過
度
の
制
限
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
金
商
法
一
六
六
条
一
項
各
号
に
掲
げ
る
会
社
関
係
者
の
う
ち
、
上
場
会
社
等
の
役
員
等
（
一
号
）

や
、
上
場
会
社
等
と
契
約
締
結
等
の
関
係
に
あ
る
法
人
の
担
当
外
役
員
等
（
五
号
）
は
、
重
要
事
実
を
「
そ
の
者
の
職
務
に
関
し

知
っ
た
と
き
」
に
主
体
と
な
る
。
職
務
と
は
、
そ
の
者
の
地
位
に
応
じ
て
取
扱
う
べ
き
一
切
の
執
務
を
い
い
、
現
に
担
当
し
て
い
る
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事
務
で
な
く
て
も
よ
い
と
解
さ
れ
る（

（2
（

。「
職
務
に
関
し
」
の
意
義
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ
る
が
、「
関
し
」
と
の
文
言
に
よ
り
、
職

務
行
為
自
体
に
よ
り
知
っ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
い
ず
れ
の
見
解
も
共
通
し
て
い
る（

（2
（

。
一
方
、
法
が
「
関
し
」

と
い
う
外
延
不
明
な
文
言
を
用
い
て
い
る
以
上
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
趣
旨
に
立
ち
返
っ
て
考
合
理
的
な
限
定
解
釈
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。

　

課
徴
金
制
度
導
入
後
の
初
め
て
の
課
徴
金
納
付
命
令
の
取
消
事
例
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
二
九
年
六
月
二
九
日
（
金
融
・
商
事
判

例
一
五
二
七
号
三
六
頁
。
以
下
、「
前
掲
東
京
高
判
」
と
い
う
）
は
、
金
商
法
一
六
六
条
一
項
五
号
の
会
社
関
係
者
の
該
当
性
に
つ
い
て
、

「
そ
の
者
を
会
社
関
係
者
と
位
置
づ
け
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
状
況
、
す
な
わ
ち
、
…
…
重
要
事
実
が
法
人
内
部
に
お
い
て
そ
の
者

に
伝
播
し
た
も
の
（
流
れ
て
、
伝
わ
っ
た
も
の
）
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
の
も
と
で
重
要
事
実
を
構
成
す
る
主
要
な
事
実

を
認
識
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
判
決
は
、「
職
務
に
関
し
知
っ
た
」
の
意
義

を
法
人
内
部
に
お
け
る
内
部
情
報
の
伝
播
を
前
提
に
す
る
も
の
と
捉
え
て
限
定
解
釈
し
て
い
る
。

　

金
商
法
一
六
六
条
一
項
は
、
上
場
会
社
等
と
契
約
締
結
等
の
関
係
に
あ
る
法
人
の
担
当
役
員
等
が
契
約
の
締
結
も
し
く
は
そ
の
交

渉
ま
た
は
履
行
に
関
し
重
要
事
実
を
知
っ
た
と
き
に
、
当
該
担
当
役
員
等
に
つ
い
て
当
該
上
場
会
社
等
の
特
定
有
価
証
券
等
に
係
る

売
買
等
を
禁
止
す
る
（
同
項
四
号
）
と
と
も
に
、
当
該
法
人
の
担
当
外
役
員
等
が
そ
の
職
務
に
関
し
当
該
重
要
事
実
を
知
っ
た
と
き

に
も
同
様
に
、
当
該
担
当
外
役
員
等
に
つ
い
て
上
記
売
買
等
を
禁
止
し
て
い
る
（
同
項
五
号
）。
法
人
は
一
つ
の
組
織
体
と
し
て
一

体
性
が
あ
り
、
あ
る
部
門
が
取
得
し
た
情
報
が
他
の
部
門
に
伝
わ
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
た
め
、
法
は
そ
れ
ら
の
部
門
を
一
体

と
し
て
捉
え
て
規
制
対
象
と
す
る
趣
旨
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
規
制
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
前
掲
東
京
高
判
に
よ
る
限
定
解
釈
は
評
価
に
値

す
る
。
当
該
判
決
に
お
い
て
「
伝
播
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
な
い
が
、
担
当
役
員
等
か
ら
直
接
情
報
の
伝
達
を
受
け
る
必
要

は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る（

（2
（

。
金
商
法
一
六
六
条
一
項
五
号
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
担
当
役
員
等
と
の
間
に
何
人
介
在
し
て
い
て

も
、
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
掲
示
板
等
を
職
務
に
関
し
閲
覧
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
会
社
関
係
者
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る（

（2
（

。
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こ
れ
に
対
し
て
、
課
徴
金
制
度
導
入
後
の
二
例
目
の
課
徴
金
納
付
命
令
の
取
消
事
例
で
あ
る
東
京
地
判
令
和
元
年
五
月
三
〇
日

（
金
融
・
商
事
判
例
一
五
七
二
号
一
四
頁
。
以
下
、「
前
掲
東
京
地
判
」
と
い
う
）
は
、
担
当
外
役
員
等
が
重
要
事
実
を
知
る
経
緯
に
つ
い

て
、「
伝
播
」
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
担
当
役
員
等
と
の
「
直
接
又
は
間
接
の
職
務
上
の
関
わ
り
合
い
」
を
必
要
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
担
当
役
員
等
に
よ
る
意
思
的
な
情
報
伝
達
行
為
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
情
報
の
発
出
・
流
通
が
担
当
役
員

等
に
帰
因
す
る
必
要
は
あ
る
と
解
さ
れ
る（

（2
（

。
担
当
外
役
員
等
が
業
務
活
動
を
通
じ
て
重
要
事
実
を
単
に
認
識
し
た
と
い
う
だ
け
で
足

り
、
い
か
な
る
場
合
に
重
要
事
実
を
知
っ
た
か
を
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
自
ら
の
分
析
等
に
よ
り
重
要
事
実
を
知
っ
た
場
合
に
も
取

引
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
証
券
取
引
の
自
由
に
対
す
る
過
度
の
制
限
と
な
る（

（3
（

。
金
商
法
一
六
六
条
一
項
五
号
の
規
制
趣
旨
に

鑑
み
れ
ば
、
本
判
決
が
「
職
務
に
関
し
」
の
意
義
を
担
当
役
員
等
と
の
直
接
ま
た
は
間
接
の
職
務
上
の
関
わ
り
合
い
を
前
提
に
す
る

も
の
と
捉
え
て
限
定
解
釈
す
る
こ
と
は
、
評
価
に
値
す
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
前
掲
東
京
地
判
は
、
担
当
役
員
等
と
は
別
の
経
路
か
ら
重
要
事
実
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
を
入
手
し
た
場
合
に
お
い
て
、

金
商
法
一
六
六
条
一
項
五
号
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
当
該
別
経
路
に
よ
る
情
報
だ
け
で
は
重
要
事
実
を
知
っ
た
と
い
う
の
に
十
分

で
な
か
っ
た
も
の
が
、
内
部
情
報
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
重
要
事
実
を
知
る
に
至
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
示

し
た
。
内
外
の
情
報
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
認
識
し
た
こ
と
が
規
制
対
象
に
な
り
う
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る（

（3
（

。

別
経
路
に
よ
る
情
報
と
相
ま
っ
て
重
要
事
実
を
認
識
し
う
る
か
を
認
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
役
員
等
か
ら
得
ら
れ
た
内
部
情

報
の
内
容
、
性
質
、
そ
れ
に
対
す
る
関
係
者
の
認
識
、
重
要
事
実
と
の
関
連
性
を
断
絶
す
る
た
め
の
措
置
の
有
無
等
を
勘
案
し
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
金
商
法
一
六
六
条
一
項
五
号
の
会
社
関
係
者
が
職
務
に
関
し
重
要
事
実
を
知
っ
た
と

は
、
同
一
法
人
内
の
契
約
担
当
役
員
等
が
知
っ
た
重
要
事
実
が
、
同
一
法
人
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
伝
わ
っ
て
担
当
外
役
員
等

が
そ
れ
を
知
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
証
券
法
五
一
条
で
は
、



314

法学研究 96 巻 1 号（2023：1）

発
行
会
社
に
係
る
業
務
の
担
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
発
行
会
社
に
関
係
す
る
法
人
の
取
締
役
等
は
す
べ
て
規
制
の
対
象

に
含
ま
れ
て
い
る
。
発
行
会
社
に
係
る
業
務
に
関
わ
っ
て
い
な
い
取
締
役
等
は
、
自
ら
の
職
務
を
遂
行
す
る
中
で
、
担
当
取
締
役
等

が
当
該
業
務
を
通
じ
て
得
た
未
公
表
情
報
を
取
得
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
発
行
会
社
に
係
る
業
務
に
関

わ
っ
て
い
な
い
取
締
役
等
は
、
法
人
内
に
お
け
る
情
報
受
領
者
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
証
券
法
は
同
一
法
人
内
の

取
締
役
等
に
つ
い
て
は
、
一
律
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
と
し
て
規
制
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
発
行
会
社
に
係
る
業
務

に
関
わ
っ
て
い
な
い
取
締
役
等
が
職
務
に
よ
り
内
部
情
報
を
知
っ
た
と
は
、
日
本
の
裁
判
例
が
示
し
た
よ
う
に
、
担
当
取
締
役
等
が

知
っ
た
内
部
情
報
が
、
同
一
法
人
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
当
該
取
締
役
等
に
流
れ
て
伝
わ
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

三　
「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
の
意
義

1
　
司
法
解
釈

　

中
国
で
は
、「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
に
よ
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
事
案
が
多
発
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇

一
六
年
の
一
年
間
、
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
が
行
政
処
分
を
行
っ
た
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
累
計
件
数
は
五
五
件
で
あ
り
、
処

分
の
対
象
者
の
う
ち
、「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
は
三
二
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
は
四
〇
人

に
上
っ
た（

（3
（

。
一
方
、「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
刑
法
も
証
券
法
も
明
確
に
規
定
し
て
お
ら
ず
、
詳

細
は
法
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
学
説
で
は
、「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
と
は
、
窃
取
、
騙
取
、
盗
聴
、
ま
た
は
裏

取
引
な
ど
の
違
法
な
手
段
で
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
だ
け
を
指
す
と
す
る
見
解（

（3
（

が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
不
法
に
内
部
情
報
を

取
得
し
た
者
」
と
は
、
証
券
法
五
一
条
の
「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の
よ
う
な
正
当
な
身
分
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
部
情
報
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を
取
得
し
た
す
べ
て
の
者
を
指
す
と
す
る
見
解（

（3
（

も
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
内
部
情
報
を
知
っ
た
す
べ
て
の
者
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
規
制
の
対
象
者
に
含
ま
れ
、
証
券
法
五
一
条
の
存
在
意
義
も
な
く
な
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、「
不
法
に
」
に
つ
い
て
は
限
定
解
釈
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
最
高
人
民
法
院
、
最
高
人
民
検
察
院
が
共
同
で
公
布
し
た
「
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
、
内
部
情
報
の
漏
洩
の
刑
事
事
件
に
お
け
る
法
適
用
上
の
若
干
の
問
題
に
関
す
る
解
釈
」（

（3
（

（
二
〇
一
二
年
三
月
二
九
日

公
布
、
二
〇
一
二
年
六
月
一
日
施
行
。
以
下
、「
司
法
解
釈
」
と
い
う
）
二
条
は
、
次
の
三
つ
の
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①

窃
取
、
騙
取
、
盗
聴
、
ま
た
は
裏
取
引
な
ど
の
違
法
な
手
段
で
内
部
情
報
を
取
得
し
た
場
合
、
②
内
部
情
報
を
知
る
者
の
近
親
者
ま

た
は
そ
の
他
内
部
情
報
を
知
る
者
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
者
が
、
内
部
情
報
の
敏
感
期
間
中（

（4
（

、
当
該
情
報
に
関
係
す
る
証
券
、
先
物

取
引
を
自
ら
行
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
他
人
に
行
う
よ
う
明
示
、
暗
示
し
て
他
人
が
行
っ
た
場
合
、
ま
た
は
内
部
情
報
を
漏
洩
し
て

他
人
が
取
引
を
行
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
③
内
部
情
報
の
敏
感
期
間
中
、
内
部
情
報
を
知
る
者
と
連
絡
ま
た
は
接
触

し
、
当
該
情
報
に
関
係
す
る
証
券
、
先
物
取
引
を
自
ら
行
っ
た
場
合
、
も
し
く
は
他
人
に
行
う
よ
う
明
示
、
暗
示
し
て
他
人
が
行
っ

た
場
合
、
ま
た
は
内
部
情
報
を
漏
洩
し
て
他
人
が
取
引
を
行
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
で
あ
る
。
②
③
に
つ
い
て
は
、

関
連
取
引
行
為
が
明
ら
か
に
異
常
で
、
か
つ
正
当
な
理
由
が
な
い
か
、
ま
た
は
正
当
な
情
報
ル
ー
ト
が
な
い
と
き
に
不
法
に
内
部
情

報
を
取
得
し
た
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
司
法
解
釈
二
条
で
は
、
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
と
し
て
、
①
違
法
な
手
段
で
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
、

②
内
部
情
報
を
知
る
者
の
近
親
者
な
ど
特
殊
な
身
分
に
あ
る
者
、
③
内
部
情
報
を
知
る
者
と
連
絡
ま
た
は
接
触
し
た
者
と
い
う
三
つ

の
部
類
を
定
め
て
い
る（

（4
（

。

　

①
に
つ
い
て
は
、
内
部
情
報
の
取
得
が
違
法
行
為
自
体
の
目
的
で
な
く
と
も
、
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
に
該
当
し
う
る
。

例
え
ば
、
あ
る
上
場
会
社
の
役
員
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
盗
み
に
入
っ
た
窃
盗
犯
が
、
盗
ん
だ
鞄
に
あ
る
資
料
か
ら
、
こ
の
会
社
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の
未
公
表
の
重
大
な
買
収
計
画
を
知
っ
た
場
合
、
当
該
窃
盗
犯
が
こ
れ
を
利
用
し
証
券
取
引
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取

引
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
法
で
は
、
内
部
情
報
を
違
法
な
手
段
で
取
得
し
た
者
は
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
者
と
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
立
案
担
当
者
は
、「
情
報
を
入
手
す
る
方
法
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
も
重
要
事
実
を
知
っ
た
者
の

取
引
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
違
法
な
情
報
入
手
の
問
題
は
証
券
取
引
の
分

野
に
限
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
情
報
入
手
の
た
め
に
と
ら
れ
た
違
法
な
手
段
自
体
が
他
の
法
律
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
別

と
し
て
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
違
法
に
情
報
を
入
手
し
た
者
に
よ
る
有
価
証
券
の
取
引
ま
で
も
禁
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
証
券
取

引
法
の
守
備
範
囲
か
ら
や
や
逸
脱
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（

（4
（

と
す
る
。
し
か
し
、
本
来
知
る
権
利
の
な
い
者
が
、
内
部
情
報

を
取
得
す
る
た
め
に
窃
盗
な
ど
の
違
法
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
情
報
入
手
行
為
は
窃
盗
罪
な
ど
に
問
わ
れ
る
と
し
て
も
、
盗
み

取
っ
た
内
部
情
報
に
基
づ
い
て
行
っ
た
取
引
は
不
可
罰
と
さ
れ
て
し
ま
う（

（4
（

。

　

②
③
に
つ
い
て
は
、
内
部
情
報
を
知
る
者
か
ら
直
接
情
報
の
伝
達
を
受
け
た
近
親
者
な
ど
（
第
一
次
情
報
受
領
者
）
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
さ
ら
に
情
報
の
伝
達
を
受
け
た
者
（
第
二
次
情
報
受
領
者
）
も
取
引
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
学
説
で
は
、
間

接
的
に
入
手
し
た
情
報
の
不
確
実
性
が
指
摘
さ
れ（

（4
（

、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
へ
の
規
制
の
適
用
に
慎
重
な
意
見（

（4
（

も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
法
で
は
、
会
社
関
係
者
か
ら
直
接
情
報
の
伝
達
を
受
け
た
第
一
次
情
報
受
領
者
だ
け
が
規
制
の
対
象
と
さ
れ
、

第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
は
規
制
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、
日
本
法
に
お
け
る
情
報
受
領
者
の
範
囲
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

2
　
日
本
法
に
お
け
る
情
報
受
領
者
の
範
囲

　

日
本
法
に
お
い
て
、
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
は
、「
情
報
受
領
者
」
に
該
当
す
れ
ば
、
会
社
関
係
者
と
同
様
、
規
制
対
象
と
さ
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れ
て
い
る
（
金
商
法
一
六
六
条
三
項
）。
情
報
受
領
者
に
よ
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
①
自
己
が
会
社
関
係
者

か
ら
当
該
会
社
関
係
者
が
そ
の
職
務
に
関
し
知
っ
た
重
要
事
実
の
伝
達
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
当
該
重
要
事
実
が
公
表
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
認
識
し
、
③
当
該
会
社
の
発
行
す
る
有
価
証
券
の
売
買
等
を
行
う
こ
と
を
要
す
る
。
情
報
受
領
者
の

規
制
理
由
に
つ
い
て
は
、
立
案
担
当
者
に
よ
れ
ば
、「
会
社
関
係
者
に
つ
い
て
上
場
株
券
等
の
売
買
等
を
禁
止
し
た
の
み
で
は
、
容

易
に
そ
の
禁
止
を
回
避
し
て
脱
法
的
な
取
引
が
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、
会
社
関
係
者
か
ら
業
務
等
に
関
す
る
重
要

事
実
の
伝
達
を
受
け
る
者
は
、
通
常
、
会
社
関
係
者
と
何
ら
か
の
特
別
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
関
係

者
か
ら
重
要
事
実
の
伝
達
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
も
、
証
券
市
場
の
公
正
性
と
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
同
様
に
上
場
株
券
等
の
売
買
等
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
」（

（4
（

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
本
項

で
は
、
会
社
関
係
者
か
ら
重
要
事
実
の
伝
達
を
受
け
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
金
商
法
一
六
六
条
三
項
で
「
伝
達
を
受
け
た
」
と
は
、
伝
達
す
る
者
に
お
い
て
そ
の
伝
達
を
受
け
る
者
に
対

し
て
伝
達
を
行
う
意
思
が
必
要
で
あ
る（

（4
（

。
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
た
と
え
会
社
関
係
者
か
ら
あ
る
事
実
が
流
れ
て
き
た
も
の
で

あ
っ
て
も
、
会
社
関
係
者
か
ら
伝
達
を
受
け
た
と
は
い
え
な
い（

（4
（

。
一
方
、
伝
達
を
受
け
る
者
に
お
い
て
、
自
己
が
会
社
関
係
者
か
ら

重
要
事
実
の
伝
達
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
売
買
等
の
行
為
時
点
に
お
い
て
存
在
す
れ
ば
足
り
、
重
要
事

実
の
伝
達
を
受
け
た
時
点
で
は
、
当
該
認
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
こ
れ
を
知
っ
た
上
で
売
買
等
を
行
え
ば
、
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
規
制
違
反
と
な
る（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
法
は
、
会
社
関
係
者
か
ら
直
接
か
つ
伝
達
を
意
図
し
て
情
報
を
提
供
さ
れ
た
第
一
次
情
報
受
領
者
だ
け
に
規

制
の
範
囲
を
限
界
づ
け
て
い
る
。
第
一
次
情
報
受
領
者
か
ら
さ
ら
に
情
報
の
伝
達
を
受
け
た
第
二
次
情
報
受
領
者
は
規
制
の
範
囲
外

と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
情
報
受
領
者
の
取
引
を
禁
止
す
る
の
は
、
会
社
関
係
者
と
何
ら
か
の
特
別
の
関
係
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
引
は
証
券
市
場
の
公
正
性
と
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
を
害
す
る
と
い
う
こ
と
、
お
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よ
び
、
会
社
関
係
者
に
よ
る
脱
法
行
為
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
で
あ
る
。
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
を
主
体
か
ら
除
外
す
る
理

由
は
、「
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
に
つ
い
て
も
、
上
場
株
券
等
の
売
買
等
を
禁
止
す
る
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
処
罰
の
範
囲

が
不
明
確
と
な
っ
て
、
現
状
で
は
無
用
の
社
会
的
混
乱
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
た
も
の
」（

（5
（

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
証
券
市
場
の
公
正
性
、
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
会
社
関
係
者
か
ら
伝
達
さ
れ
た
場

合
で
な
く
と
も
、
証
券
市
場
の
公
正
性
、
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
は
害
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
主
体
を
第
一
次
情
報
受
領

者
ま
で
に
限
定
す
る
必
然
性
は
な
い
。
ま
た
、
第
一
次
情
報
受
領
者
に
の
み
考
慮
さ
れ
た
脱
法
行
為
の
防
止
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
規
制
の
潜
脱
を
許
す
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
批
判
が
強
い（

（5
（

。
比
較
法
的
に
み
た
場
合
、
日
本
法
の
規
制
対
象
と
な
る
情
報
受
領

者
の
範
囲
は
狭
い
と
の
指
摘
も
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
立
法
論
と
し
て
、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
の
取
引
も
禁
止
の
対
象
と

す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
の
取
引
を
禁
止
す
る
と
処
罰
の
範
囲
が
不
明
確
に
な
る
と
の
危
惧
に
つ

い
て
、
重
要
事
実
の
源
泉
が
会
社
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
を
情
報
受
領
者
と
定
義
す
れ
ば
足
り
る
と
す
る
見
解
も
あ

る
（
（5
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
を
主
体
か
ら
除
外
す
る
現
行
法
は
妥
当
な
態
度
で
あ
る
と

す
る
見
解
も
あ
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、
未
公
表
の
事
実
に
関
す
る
情
報
の
正
確
性
と
い
う
点
で
は
、
会
社
関
係
者
と
何
ら
か
の
特
別
の
関

係
に
あ
る
第
一
次
情
報
受
領
者
が
入
手
し
た
情
報
は
、
よ
り
精
度
が
高
い
も
の
と
い
え
る
。
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
で
は
、
未

公
表
の
事
実
に
関
す
る
情
報
の
精
度
は
低
下
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
取
引
を
す
る
者
に
対
し
て
は
、
処
罰

の
必
要
性
も
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
保
護
法
益
の
観
点
か
ら
も
、
侵
害
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
用
い

て
の
取
引
と
比
較
す
る
と
、
精
度
の
低
い
情
報
に
頼
っ
た
取
引
に
つ
い
て
は
、
証
券
市
場
の
公
平
性
、
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の

信
頼
の
侵
害
の
程
度
は
、
よ
り
低
い
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
役
員
同
士
が
重
要
事
実
に
つ
い
て
立
ち
話
を
し
て
い
る

の
を
偶
然
耳
に
し
た
従
業
員
や
、
電
車
の
中
で
偶
然
耳
に
し
た
者
の
取
引
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
罪
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
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と
と
同
様
、
刑
法
の
謙
抑
性
の
点
か
ら
は
、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
が
精
度
の
低
い
情
報
に
基
づ
い
て
行
っ
た
取
引
は
、
あ
え

て
処
罰
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

日
中
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
者
の
範
囲
を
比
較
す
る
と
、
中
国
法
で
の
行
為
主
体
の
広
範
さ
が
見
ら
れ
る
。

中
国
法
で
は
、「
内
部
情
報
を
知
る
者
」
の
規
制
対
象
の
範
囲
は
日
本
法
の
「
会
社
関
係
者
」
と
大
方
重
な
る
も
の
の
、「
内
部
情
報

を
取
得
し
た
者
」
は
情
報
受
領
の
次
数
と
関
係
な
く
、「
不
法
に
」
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
規
制
対
象
と
な
る
の
に
対
し
、

日
本
法
で
は
、
第
一
次
情
報
受
領
者
ま
で
が
規
制
対
象
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
日
中
間
の
差
異
は
、
両
国
の
立
法
ス
タ
ン
ス
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

（5
（

。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
あ
り
方

と
し
て
は
、
適
用
範
囲
の
必
要
十
分
性
、
規
制
の
予
測
可
能
性
お
よ
び
規
制
の
運
用
可
能
性
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
同
時
に
充
足
さ

せ
る
の
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
現
実
的
に
は
、
い
ず
れ
の
要
件
を
よ
り
重
要
視

す
る
か
に
よ
っ
て
、
規
制
態
様
が
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
法
が
よ
り
重
視
し
た
の
は
、
後
二
者
で
あ
り
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
の
禁
止
は
形
式
的
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
投
資
者
に
と
っ
て
規
制
対
象
が
明
確
で
予
測
が
つ
き
や
す
く
、
規
制
当

局
に
と
っ
て
執
行
が
容
易
と
い
え
る（

（5
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
中
国
法
は
、
情
報
受
領
者
の
規
制
方
法
に
つ
い
て
、
適
用
範
囲
の
必
要
十
分
性
を
よ
り
重
視
し
た
と
い
え
る
。
中

国
法
で
は
、
情
報
受
領
の
次
数
と
関
係
な
く
、「
不
法
」
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
よ
っ
て
、
法
の
規
制
範
囲
内
に
収
ま
る
か
ど
う

か
が
判
断
さ
れ
る
。
他
方
、
間
接
的
に
入
手
し
た
確
度
の
低
い
情
報
で
あ
っ
て
も
、
情
報
の
出
所
が
内
部
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
取
引

が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
結
果
的
に
内
部
情
報
を
知
っ
た
者
す
べ
て
が
規
制
対
象
に
な
っ
て
し
ま
い
、
規
制
の
範
囲
が
拡
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が
り
す
ぎ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る（

（5
（

。
そ
こ
で
、
規
制
の
範
囲
が
拡
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
、

「
不
法
に
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
情
報
の
源
泉
が
内
部
者
で
あ
る
こ
と
を
情
報
の
取
得
者
が
知
っ
て
い
る
必
要
は
あ
る
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
情
報
の
源
泉
が
内
部
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
取
引
時
点
に
お
い
て
存
在
す
れ
ば
足
り
、
情
報
の
伝
達
を
受

け
た
時
点
に
お
い
て
当
該
認
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
こ
れ
を
知
っ
た
上
で
取
引
を
行
え
ば
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規

制
違
反
と
な
る
。
市
場
の
噂
な
ど
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
入
手
・
分
析
し
て
投
資
判
断
を
行
う
こ
と
は
何
ら
問
題
で
は
な
い

が
、
ひ
と
た
び
情
報
の
源
泉
が
内
部
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
当
該
情
報
が
確
実
な
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
に
至
ら
な
く
て
も
、
そ
の
者
は
一
般
投
資
家
と
異
な
る
立
場
に
立
ち
、
そ
の
者
の
な
す
取
引
は
一
般
投
資
家
に
比
べ
て
極
め
て

不
公
平
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
証
券
取
引
の
自
由
だ
け
で
は
な
く
、
証
券
市
場
の
公
正
性
、
健
全
性
に
対
す
る
投
資
家
の
信
頼
の
確

保
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（5
（

。
も
っ
と
も
、
立
法
論
と
し
て
、
日
本
法
に
倣
っ
て
第
一
次
情
報
受
領
者
だ
け
を
規
制
の
対
象
と
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解（

（6
（

も
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
法
に
お
い
て
も
適
用
範
囲
の
必
要
十
分
性
に
つ
い
て
の
合
理
的
な

説
明
が
難
し
い
。

（
1
）　

黒
沼
悦
郎
『
金
融
商
品
取
引
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
四
二
七
頁
、
山
下
友
信
＝
神
田
秀
樹
編
『
金
融
商
品
取
引

法
概
説
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
〇
六
頁
、
服
部
秀
一
『
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
す
べ
て
〔
新
版
〕』（
金
融
財
政

事
情
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
頁
、
川
口
恭
弘
＝
木
目
田
裕
＝
平
田
公
一
＝
松
崎
裕
之
『
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
と
未
然
防
止
策
～

取
引
事
例
と
平
成
25
年
改
正
を
踏
ま
え
た
ポ
イ
ン
ト
～
』（
経
済
法
令
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
頁
。

（
2
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
四
年
に
制
定
さ
れ
た
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
（
ｂ
）
項
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
10
ｂ
―

5
の

適
用
に
よ
り
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
規
制
さ
れ
て
き
た
。
規
則
10
ｂ
―

5
は
、
何
人
も
「
詐
欺
を
行
う
た
め
の
策
略
、
計
略
ま
た
は
技

巧
を
用
い
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
適
用
を
巡
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
例
理
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
（
宍
戸
善
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一
＝
大
崎
貞
和
『
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
金
融
商
品
取
引
法
』〔
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
〕
二
六
四
頁
～
二
六
六
頁
、
川
口
ほ
か
・

前
掲
注（
1
）四
頁
）。

（
3
）　

信
認
義
務
理
論
は
、
会
社
経
営
者
の
よ
う
な
内
部
者
が
、
会
社
ま
た
は
株
主
に
対
し
て
負
う
信
認
義
務
に
違
反
し
て
、
未
公
表
の
重

要
情
報
を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
こ
と
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
10
ｂ
―

5
の
「
詐
欺
」
に
該
当
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
と
し
て
、

黒
沼
悦
郎
『
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
法
〔
第
二
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
二
頁
～
一
六
三
頁
、
萬
澤
陽
子
『
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
と
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
六
八
頁
～
九
〇
頁
。

（
4
）　

黒
沼
・
前
掲
注（
1
）四
三
二
頁
。

（
5
）　

不
正
流
用
理
論
は
、
信
認
義
務
理
論
で
は
取
締
り
が
で
き
な
い
外
部
者
が
、
情
報
源
に
対
し
て
負
う
機
密
保
持
義
務
に
違
反
し
て
、

内
部
情
報
を
不
正
に
流
用
し
て
取
引
を
行
う
こ
と
が
、
詐
欺
に
該
当
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
と
し
て
、
黒
沼
・
前
掲
注

（
3
）一
六
五
頁
～
一
六
六
頁
、
萬
澤
・
前
掲
注（
3
）九
一
頁
～
一
〇
四
頁
。

（
6
）　

情
報
の
平
等
理
論
は
、
未
公
表
の
重
要
情
報
を
有
す
る
す
べ
て
の
者
は
、
取
引
の
相
手
方
に
対
し
開
示
ま
た
は
取
引
断
念
の
義
務
を

負
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
紹
介
と
し
て
、
黒
沼
・
前
掲
注（
3
）一
六
二
頁
、
萬
澤
・
前
掲
注（
3
）六
〇
頁
～
六
八
頁
。

（
7
）　

舩
津
浩
司
「
ド
イ
ツ
の
内
部
者
取
引
規
制
―
Ｅ
Ｕ
法
を
踏
ま
え
て
―
」
大
証
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
報
告
記
録
（https://

w
w

w
.jpx.co.jp/corporate/research-study/research-group/detail/tvdivq0000008v7f-att/23460_01.pdf

）
三
二
頁
。

（
8
）　

岸
田
雅
雄
監
修
、
神
作
裕
之
＝
弥
永
真
生
＝
大
崎
貞
和
編
『
注
釈
金
融
商
品
取
引
法
（
改
訂
新
版
）
第
4
巻　
不
公
正
取
引
規
制
』

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
二
〇
二
二
年
）
一
六
六
頁
〔
行
澤
一
人
〕。

（
9
）　

そ
の
紹
介
と
し
て
、
傅
穹
＝
曹
理
「
内
幕
交
易
規
制
的
立
法
体
系
進
路
―
域
外
比
較
与
中
国
選
択
―
」
環
球
法
律
評
論
二
〇
一
一
年

五
号
一
二
五
頁
～
一
四
一
頁
。

（
10
）　

趙
姍
姍
「
法
益
視
角
下
証
券
内
幕
交
易
罪
主
体
範
囲
的
規
範
構
造
」
政
治
与
法
律
二
〇
一
八
年
一
〇
号
五
四
頁
。

（
11
）　

当
該
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
一
八
〇
条　

証
券
・
先
物
取
引
の
内
部
情
報
を
知
る
者
、
ま
た
は
不
法
に
証
券
・
先
物
の
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
は
、
証
券
の
発

行
も
し
く
は
証
券
・
先
物
の
取
引
に
関
す
る
情
報
、
ま
た
は
証
券
・
先
物
の
取
引
価
格
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
そ
の
他
の
情
報
が
公

開
さ
れ
る
前
に
、
当
該
証
券
の
売
買
も
し
く
は
当
該
内
部
情
報
に
関
係
す
る
先
物
取
引
を
行
い
、
ま
た
は
当
該
情
報
を
漏
洩
し
、
も
し
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く
は
他
人
に
上
記
の
取
引
活
動
を
行
う
よ
う
明
示
、
暗
示
し
た
と
き
は
、
情
状
が
重
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
も

し
く
は
拘
役
に
処
し
、
ま
た
は
不
法
収
益
の
一
倍
以
上
五
倍
以
下
の
罰
金
を
併
科
も
し
く
は
単
科
す
る
。
情
状
が
特
別
に
重
大
で
あ
る

場
合
に
は
、
五
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
有
期
懲
役
に
処
し
、
不
法
収
益
の
一
倍
以
上
五
倍
以
下
の
罰
金
を
併
科
す
る
。

2　

法
人
が
前
項
に
違
反
し
た
と
き
は
、
法
人
に
対
し
て
罰
金
を
科
す
る
ほ
か
、
そ
の
直
接
責
任
を
負
う
主
管
者
お
よ
び
そ
の
他
の
直
接

責
任
者
は
、
五
年
以
下
の
有
期
懲
役
ま
た
は
拘
役
に
処
す
る
。

3　

内
部
情
報
お
よ
び
内
部
情
報
を
知
る
者
の
範
囲
は
、
法
律
ま
た
は
行
政
法
規
の
規
定
に
よ
り
確
定
す
る
。

4　

証
券
取
引
所
、
先
物
取
引
所
、
証
券
会
社
、
先
物
仲
介
会
社
、
フ
ァ
ン
ド
管
理
会
社
、
商
業
銀
行
、
保
険
会
社
等
の
金
融
機
構
の
職

員
お
よ
び
関
連
監
督
管
理
機
関
、
業
界
協
会
の
職
員
が
、
職
務
に
よ
り
取
得
し
た
内
部
情
報
以
外
の
未
公
表
情
報
を
利
用
し
、
規
定
に

違
反
し
て
当
該
情
報
と
関
連
す
る
証
券
・
先
物
の
取
引
活
動
を
行
い
、
ま
た
は
他
人
に
上
記
の
取
引
活
動
を
行
う
よ
う
明
示
、
暗
示
し

た
と
き
は
、
情
状
が
重
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
処
罰
す
る
。」

（
12
）　

当
該
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
第
五
〇
条　

内
部
情
報
を
知
る
者
お
よ
び
不
法
に
内
部
情
報
を
取
得
し
た
者
が
内
部
情
報
を
利
用
し
て
証
券
取
引
活
動
を
行
う
こ
と
を

禁
止
す
る
。」

（
13
）　

李
激
漢
「
新
『
証
券
法
』
下
内
幕
交
易
主
体
範
囲
確
定
之
構
想
」
北
方
法
学
二
〇
二
〇
年
六
号
七
八
頁
～
七
九
頁
、
張
淑
芬
＝
左
堅

衛
「
新
『
証
券
法
』
下
証
券
内
幕
交
易
主
体
的
立
法
重
構
」
雲
南
師
範
大
学
学
報
哲
学
社
会
科
学
版
五
四
巻
一
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
〇

八
頁
、
謝
鵬
「
証
券
内
幕
交
易
罪
主
体
的
規
範
重
構
」
中
国
物
価
二
〇
二
二
年
二
月
号
七
五
頁
、
趙
・
前
掲
注（
10
）四
五
頁
。

（
14
）　

程
紅
＝
王
元
昊
「
証
券
内
幕
交
易
罪
主
体
的
理
論
基
礎
与
規
範
重
構
」
理
論
界
二
〇
二
一
年
四
号
五
二
頁
、
謝
・
前
掲
注（
13
）七
五

頁
、
趙
・
前
掲
注（
10
）四
五
頁
。

（
15
）　

程
＝
王
・
前
掲
注（
14
）五
四
頁
、
李
・
前
掲
注（
13
）八
五
頁
。

（
16
）　

張
＝
左
・
前
掲
注（
13
）一
〇
八
頁
。

（
17
）　

横
畠
裕
介
『
逐
条
解
説
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
と
罰
則
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
九
年
）
三
五
頁
。

（
18
）　

最
判
平
成
一
四
年
二
月
一
三
日
（
民
集
五
六
巻
二
号
三
三
一
頁
）
も
同
様
に
、「
上
場
会
社
等
の
役
員
又
は
主
要
株
主
は
、
一
般
に
、

当
該
上
場
会
社
等
の
内
部
情
報
を
一
般
投
資
家
よ
り
早
く
、
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
者
が
一
般
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投
資
家
の
知
り
得
な
い
内
部
情
報
を
不
当
に
利
用
し
て
当
該
上
場
会
社
等
の
特
定
有
価
証
券
等
の
売
買
取
引
を
す
る
こ
と
は
、
証
券
取
引

市
場
に
お
け
る
公
平
性
、
公
正
性
を
著
し
く
害
し
、
一
般
投
資
家
の
利
益
と
証
券
取
引
市
場
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ

る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
19
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）四
七
頁
。

（
20
）　

趙
・
前
掲
注（
10
）五
六
頁
、
程
＝
王
・
前
掲
注（
14
）五
四
頁
。

（
21
）　

程
＝
王
・
前
掲
注（
14
）四
九
頁
、
五
二
頁
。

（
22
）　

呉
昉
昱
「
我
国
証
券
内
幕
交
易
主
体
之
理
論
解
読
与
規
則
構
建
」
政
治
与
法
律
二
〇
一
五
年
七
号
五
三
頁
、
張
＝
左
・
前
掲
注（
13
）

一
一
二
頁
。

（
23
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）三
六
頁
。

（
24
）　

神
田
秀
樹
＝
黒
沼
悦
郎
＝
松
尾
直
彦
編
著
『
金
融
商
品
取
引
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
〔
四
〕』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
九
頁

〔
神
作
裕
之
〕。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
法
に
お
け
る
「
職
務
に
よ
り
」
は
、
職
務
行
為
自
体
に
よ
り
知
っ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
、
規
制

の
範
囲
は
「
職
務
に
関
し
」
よ
り
狭
い
。

（
25
）　

木
目
田
裕
＝
上
島
正
道
監
修
『
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
実
務
〔
第
二
版
〕』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
六
一
頁
〔
山
田
将
之

＝
八
木
浩
史
〕。

（
26
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）四
三
頁
。

（
27
）　

拙
稿
「
判
批
」
法
学
研
究
九
二
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
二
頁
～
一
〇
三
頁
。

（
28
）　

野
山
宏
「
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
活
動
」
金
融
法
務
事
情
一
八
六
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
二
頁
。

（
29
）　

行
澤
一
人
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
四
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
九
頁
。

（
30
）　

服
部
・
前
掲
注（
1
）三
八
頁
。

（
31
）　

拙
稿
「
判
批
」
法
学
研
究
九
三
巻
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
二
一
頁
。

（
32
）　

湯
山
智
教
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
四
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
一
頁
。

（
33
）　

深
水
大
輔
「『
公
募
増
資
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
案
』
に
見
ら
れ
る
解
釈
・
事
実
認
定
上
の
課
題
に
つ
い
て
」
信
州
大
学
法
学
論
集
二
二

号
（
二
〇
一
三
年
）
一
五
四
頁
。
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（
34
）　

黒
沼
・
前
掲
注（
1
）四
三
六
頁
。

（
35
）　

張
翕
「
中
国
証
監
会
内
幕
交
易
行
政
処
罰
案
例
綜
述
」『
規
訓
資
本
市
場
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
六
三
頁
。

（
36
）　

繆
因
知
「
反
欺
詐
論
下
的
内
幕
交
易
類
型
重
構
―
原
理
反
思
与
実
証
検
験
―
」
法
学
家
二
〇
二
一
年
一
号
一
三
三
頁
、
王
作
富
編

『
刑
法
分
則
実
務
研
究
〔
上
〕』（
中
国
方
正
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
五
四
六
頁
。

（
37
）　

劉
憲
権
「
論
内
幕
交
易
犯
罪
最
新
司
法
解
釈
及
法
律
適
用
」
法
学
家
二
〇
一
二
年
五
号
四
一
頁
、
劉
憲
権
『
金
融
犯
罪
刑
法
学
専

論
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
六
五
頁
。

（
38
）　

張
＝
左
・
前
掲
注（
13
）一
一
〇
頁
、
彭
冰
「
内
幕
交
易
行
政
処
罰
案
例
初
歩
研
究
」『
証
券
法
苑
〔
第
三
巻
上
〕』（
法
律
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
一
〇
八
頁
、
曾
洋
「
証
券
内
幕
交
易
主
体
識
別
的
理
論
基
礎
及
邏
輯
展
開
」
中
国
法
学
二
〇
一
四
年
二
号
一
五
九
頁
。

（
39
）　
「
関
於
弁
理
内
幕
交
易
、
泄
露
内
幕
信
息
刑
事
案
件
具
体
応
用
法
律
若
干
問
題
的
解
釈
」
法
釈
（
二
〇
一
二
）
六
号
（
最
高
人
民
法

院
公
告
サ
イ
トhttp://gongbao.court.gov.cn/D

etails/f20b0455d58e0877deeb4f3fe2ccd6.htm
l

）。

（
40
）　

本
解
釈
に
い
う
「
内
部
情
報
の
敏
感
期
間
」
と
は
、
内
部
情
報
の
形
成
か
ら
公
開
ま
で
の
期
間
を
い
う
（
司
法
解
釈
五
条
一
項
）。

（
41
）　
「『
関
於
弁
理
内
幕
交
易
、
泄
露
内
幕
信
息
刑
事
案
件
具
体
応
用
法
律
若
干
問
題
的
解
釈
』
的
理
解
与
適
用
」（
最
高
人
民
法
院
公
式

サ
イ
トhttps://w

w
w

.court.gov.cn/shenpan-xiangqing-4709.htm
l

）。

（
42
）　

祝
二
軍
『
証
券
犯
罪
的
認
定
与
処
理
』（
人
民
法
院
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
〇
五
頁
～
四
〇
六
頁
。

（
43
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）一
二
四
頁
。

（
44
）　

葛
愛
軍
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
関
す
る
考
察
〔
二
〕
―
日
本
と
中
国
の
比
較
に
お
い
て
―
」
北
大
法
学
論
集
五
六
巻
四
号

（
二
〇
〇
五
年
）
五
四
頁
～
五
五
頁
。

（
45
）　

朱
大
旗
＝
陳
鵬
「
反
欺
詐
論
下
泄
露
型
内
幕
交
易
推
定
的
適
用
及
其
限
度
」
法
律
適
用
二
〇
二
二
年
四
号
六
五
頁
、
肖
志
珂
「
内
幕

交
易
罪
中
利
用
内
幕
信
息
及
其
認
定
」
社
会
科
学
家
二
〇
二
一
年
一
一
号
一
〇
一
頁
～
一
〇
二
頁
、
馮
殿
美
「
内
幕
交
易
、
泄
露
内
幕
信

息
罪
若
干
問
題
研
究
」
法
学
論
壇
二
〇
〇
六
年
二
号
一
〇
七
頁
。

（
46
）　

黄
江
東
「
泄
露
内
幕
信
息
行
政
処
罰
問
題
探
討
―
兼
談
証
券
行
政
処
罰
中
的
証
明
方
式
」『
金
融
法
律
評
論
〔
第
八
巻
〕』（
中
国
法

制
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
一
五
二
頁
。

（
47
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）一
二
一
頁
～
一
二
二
頁
。
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（
48
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）一
二
二
頁
、
服
部
・
前
掲
注（
1
）六
二
頁
。
伝
達
す
る
者
に
お
い
て
、
伝
達
を
受
け
る
者
の
名
前
や
住
所
を
知

る
必
要
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
面
識
が
な
く
て
も
足
り
、
伝
達
を
受
け
る
者
が
特
定
で
き
れ
ば
足
り
る
。
例
え
ば
、
あ
る
上
場
会
社
の

総
務
課
員
が
自
社
の
重
要
事
実
を
記
載
し
た
書
面
を
、
当
該
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
宛
送
付
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
総
務
課
員
が
そ
れ
を

読
ん
だ
場
合
は
、
当
該
上
場
会
社
の
総
務
課
員
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
総
務
課
員
の
名
前
も
知
ら
ず
、
面
識
も
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
担
当
部
署
の
職
員
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
の
認
識
が
あ
る
以
上
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
総
務
課
員
が
当
該
上
場
会
社
の
株
券
を
売
買
す
れ
ば

金
商
法
一
六
六
条
三
項
に
当
た
る
（
服
部
・
前
掲
注（
1
）六
二
頁
）。

（
49
）　

金
商
法
一
六
六
条
三
項
で
は
、
重
要
事
実
を
職
務
に
関
し
知
っ
た
会
社
関
係
者
が
、
当
該
重
要
事
実
を
話
の
相
手
方
が
認
識
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
し
つ
つ
伝
達
す
れ
ば
、
本
項
に
い
う
伝
達
が
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
宴
会
の
席
上
に
同
席
し
た
ホ
ス
テ
ス
が
、

そ
こ
で
密
か
に
行
わ
れ
た
会
社
幹
部
の
増
資
の
計
画
を
小
耳
に
は
さ
み
、
そ
の
株
式
を
買
い
付
け
た
場
合
、
当
該
ホ
ス
テ
ス
は
、
相
手
方

の
積
極
的
伝
達
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
通
常
は
情
報
受
領
者
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ホ
ス
テ
ス
が
同
席
し
て
い
る
こ
と
を
会
社

幹
部
が
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
ホ
ス
テ
ス
も
内
容
を
聴
い
て
い
る
こ
と
を
黙
認
し
な
が
ら
話
を
し
た
場
合
に
は
、
伝
達
行
為
が
あ
っ
た
と

解
さ
れ
る
（
内
部
者
取
引
規
制
研
究
会
編
著
『
一
問
一
答
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
』〔
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
八
年
〕
一
六
三
頁
、

服
部
・
前
掲
注（
1
）六
五
頁
注
四
）。

（
50
）　

木
目
田
＝
上
島
・
前
掲
注（
25
）五
八
二
頁
〔
尾
崎
恒
康
＝
有
松
晶
〕。

（
51
）　

横
畠
・
前
掲
注（
17
）一
二
二
頁
。

（
52
）　

川
口
恭
弘
ほ
か
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
の
比
較
法
研
究
」
民
商
一
二
五
巻
四
＝
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
一
頁
。
も
っ
と
も
、

規
制
の
潜
脱
を
許
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
、
情
報
受
領
者
と
会
社
関
係
者
と
の
間
に
介
在
し
た
者
が
い
わ
ば

道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
情
報
受
領
者
は
、
第
二
次
以
降
の
情
報
受
領
者
で
は
な
く
第
一
次
情
報
受
領
者
と
認
定

で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
松
尾
直
彦
『
金
融
商
品
取
引
法
〔
第
六
版
〕』〔
商
事
法
務
、
二
〇
二
一
年
〕
六
三
二
頁
、
黒
沼
・
前
掲
注

（
1
）四
三
八
頁
～
四
三
九
頁
）。

（
53
）　

山
下
＝
神
田
・
前
掲
注（
1
）三
一
六
頁
。

（
54
）　

黒
沼
・
前
掲
注（
1
）四
三
八
頁
。

（
55
）　

南
由
介
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
の
罪
に
お
け
る
主
体
に
つ
い
て
―
最
高
裁
平
成
二
七
年
四
月
八
日
決
定
を
素
材
と
し
て
―
」
鹿
児
島
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大
学
法
学
論
集
五
十
三
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
三
頁
～
二
四
頁
。

（
56
）　

葛
・
前
掲
注（
44
）五
八
頁
。

（
57
）　

萬
澤
・
前
掲
注（
3
）二
頁
。

（
58
）　

李
激
漢
＝
徐
成
龍
「
構
建
我
国
証
券
内
幕
交
易
規
制
理
論
的
基
本
路
徑
探
析
」
河
北
法
学
三
九
巻
一
二
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
九
九

頁
、
朱
＝
陳
・
前
掲
注（
45
）六
六
頁
。

（
59
）　

朱
＝
陳
・
前
掲
注（
45
）七
一
頁
。

（
60
）　

張
小
寧
「
内
幕
交
易
罪
犯
罪
主
体
研
究
」
山
東
社
会
科
学
二
〇
〇
九
年
六
号
一
五
二
頁
、
趙
・
前
掲
注（
10
）五
五
頁
。




